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Ⅰ　基本目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

基　本　目　標

北九州市立図書館は、教育と文化の発展に寄与することを目的とし、

　市民にとってより身近な図書館を目指し、その利用を促すことを目標としています。

Ⅱ　基本指標と達成状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　【指　　標】　　 　　　【目　　標】　　

　　　　　　　　　　　【平成２６年度】　　　　　　　　　【平成２７年度】　　　　　　　　　【達成状況】

　①貸出者数　　　１，０３８，００７人　　　　→　　　１，０３７，４２６人　　　　　　　　対前年度　０．０６％減

　③来館者数　　　２，７６２，５８４人　　　　→　　　２，８８８，４８７人　　 　　　　　 対前年度　４．６％増

Ⅲ　総合評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ⅳ　施策評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　北九州市立図書館では、「これからの図書館のあり方」の中に示された５つの視点に立った取り組みを行っています。

その具体的施策５９項目の取組状況について、下記の基準を設けて評価を行います。

　＜評価の基準＞
　　　　大変順調である。

　　　　順調である。

　　　　やや遅れている。

　　　　遅れている。

北九州市立図書館の評価

　基本指標と目標

①貸　出　者　数　　　　　　　　対前年度比増

②貸　出　冊　数　　　　　　　　対前年度比増

③来　館　者　数　　　　　　　　対前年度比増

達　成　状　況

　②貸出冊数　　　３，９０４，７４０冊　　　　→　　　３，９１５，７９１冊　　 　　　　　 対前年度　０．３％増

 外　部　評　価
　　施策の具体的な取り組みについては、全体的に順調であると評価でき、図書館の運営がうまく行われている。
　　基本指標及び利用者アンケートの結果が良好であることも評価できる。
　　今後は、図書館協議会で検討した「これからの図書館サービスのあり方について（答申）」に基づいて、市立図書館の
　機能・サービスの取り組みをさらに充実させてほしい。

 総　合　評　価
　1  貸出者数は、前年度に比べ微減であるが、貸出冊数・来館者数は、前年度に比べ、それぞれ0.3％、4.6％
　　増加している。八幡図書館移転に伴う休館（14日間）による開館日数減少の影響があると思われる。
  2  施策評価では、59項目のうち「順調である」以上の評価が53項目あり、約90%を占めている。
  3  利用者アンケートにおいても、「応対の親切さ」、「説明の分かりやすさ」など6つの項目の満足度について、それぞれ
　　利用者の 80％から90％超の方に「満足」以上の評価をいただいている。
 　   以上のことから、図書館全体の評価は順調であると考える。
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

　（連携）の構築

○ムーブ図書・情報室及び北九
州学術研究都市学術情報セン
ター、保健医療福祉情報セン
ターと図書資料の相互貸借、図
書館情報システムの参加、図書
資料の返却フリーなどの連携を
進めている。

内部評価

４ 図書館の広域利用

５ ネットワーク（連携）
統括機能の充実

○平成24年4月、学校ネットワー
クを活用し、図書館情報システム
の更新を行った。
・ムーブ図書室・情報室、北九州
学術研究都市学術情報セン
ター、保健医療福祉情報セン
ターと図書館情報システムの共
有を図っている。

○平成26年4月から保健医療福
祉情報センターも返却フリーを始
めた。

学校等との連携に
よる読書活動の推
進

配本図書の充実

地元との情報交換の
強化

○苅田町との相互利用について
は、これまで調整をしてきたが、
未実施となっている。
※福岡県北東部の１５市町及び
下関市とは、相互利用に取り組
んでいる。

苅田町との相互利用

市内図書館（市立図書
館以外の図書館を含
む）の統括を中央図書
館で実施

小学校、中学校と連携
して、それぞれのレベ
ルに応じた、調べ学習
用の「調べ方(資料さが
し)マニュアル」を作成、
ホームページで公開

小・中・高校向けの
ニュースレターを発行、
児童生徒からの意見
等を図書館運営に生
かす仕組みの検討

ネットワーク（連携）
統括機能の充実

８ 学校向け団体貸出
の拡充

１ 大学図書館等との
連携

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

視点

******************
　図書館ネットワーク

Ｂ

○平成14年8月に北九州市立大
学と、平成14年9月に九州国際
大学と、それぞれ連携協定を締
結し、相互利用に取り組んでい
る。

○平成27年度末の設置数は128
か所。
・配本冊数は約8万冊。（1箇所平
均約629冊）
・年間の貸出者数は30,739人、
貸出冊数は65,477冊。

２ 図書館以外の図書
施設との連携

３ ひまわり文庫の充
実

９ 学校貸出図書セット
の拡充

７ （新）学校向け
ニュースレターの発行
の検討

小・中・高校への団体
貸出における貸出冊
数の拡大・貸出期間の
延長等の拡充

学校貸出図書セットに
おけるセット数・蔵書冊
数の拡充

○中央図書館で学校貸出図書
セットの拡充に取り組んでいる。
・平成27年度は49セットから55
セットに拡充、貸出実績は平成
26年度は倍増し、平成27年度は
さらに72件から80件に増加した。

○平成25年3月、図書館ホーム
ページに「子どものページ」を作
成・登載し、その中で「図書館で
しらべものをする時」を掲載して
いる。

北九州市立大学、九州
国際大学との連携

保健医療福祉情報セ
ンター、ムーブ図書室
との連携

６ （新）調べ学習用「調
べ方マニュアル」の作
成

○学校向け団体貸出は、貸出者
数が1,196人から1,313人、貸出
冊数が8,984冊から9,260冊に増
加した。

○地区図書館や分館で毎月1回
「図書館だより」を作成し、近隣の
小・中学校等に配付している。

～学校、行政、各種団
体等との連携を目指
して～
******************
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

【内部評価の考え方】

　市内の大学図書館や図書施設との連携に取り組んでいる。他都市の図書館が利用できる広域利用については、苅田町との相互利用は未
実施だが、福岡県北東部地域や下関市と相互利用に取り組み、図書館利用者に広域利用の周知を図っている。
　学校との連携については、読み聞かせボランティアや図書館司書の派遣などに加え、学校向けの団体貸出の利用が増加し、また、貸出図
書セットについては、H27年度から市立小・中・特別支援学校に加え、私立小･中学校にも制度の周知を行った結果、利用が増加するなど、
学校教育への支援の強化を図るとともに子どもの読書活動推進に努めている。
　以上のことから順調と判断した。

Ｂ

　大学図書館や図書施設との連携やひまわり文庫を始め、ほとんどの取り組み項目が順調に実施されている。広域利用についても、苅田町
以外の自治体とでは相互利用に取り組んでいる。また、学校貸出図書セットについては、セット数を拡充し、貸出実績も、昨年度に比べて、さ
らに増加しており、多いに評価できる。
　今後も、市内の大学図書館等との連携をさらに進めてもらいたい。

○中央図書館、地区図書館、分
館で、幼稚園、保育所、小学校
等からの要請に応じて、図書館
司書や読み聞かせボランティア
の派遣に取り組んでいる。
・図書館司書の派遣（10館76件)
・読み聞かせボランティアの派遣
（3館128件)

視点

幼稚園、保育所、学
校、社会教育団体等と
の連携を深め、図書館
司書やボランティアな
どの図書館の人材を
派遣し、調べ学習、親
子読書の推進、読み聞
かせ、講座等を支援す
る。

【外部評価】

10 （新）図書館司書や
ボランティアの幼稚
園、学校等への派遣
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

*******************

～市民の暮らしやまち

づくりに役立つ、生涯学

習拠点機能の充実を目

指して～　

*******************　

内部評価

Ｂ

17 郷土資料の充実

視点

特色ある図書館づ
くり

16 （新）各図書館独自
のホームページの作
成

各図書館独自のホー
ムページを作成し、そ
れぞれの特色ある取り
組み・情報などを市民
に発信

各図書館における地
域の歴史・特色を生か
した郷土資料の充実に
努める。

Ｂ

○中央図書館、地区図書館、分
館で、地域の歴史・特色を生かし
て郷土資料の充実に取り組んで
いる。例えば、市史や市内企業
の社史等の配架のほか、地元出
身の作家コーナーを設けてい
る。

○平成26年3月移転・開館の戸
畑図書館に郷土資料室、宗左近
記念室を設置した。

○福岡県立図書館等主催の研
修に、中央図書館や各図書館の
職員が参加している。

○各図書館で、ＯＪＴによる育成
やレファレンス事例の勉強会等
を行っている。

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

○平成21年度、中央図書館で国
庫補助を受けて郷土資料（門司
新報、福岡県布達集、小笠原文
庫、古地図、写真等）をデジタル
化した。
・マイクロフィルム等をCD131枚
にデジタル化した。

○中央図書館、地区図書館、分
館で、市民のニーズに応えられ
るよう、レファレンス用図書の充
実に努めている（各種辞典や図
鑑などの買い替えなど）。

市内全図書館のレファ
レンス担当職員を対象
に、演習を中心とする
レファレンス研修を体
系的に行い、職員の能
力向上を図る。

Ｂ

　図書館

○平成24年3月に、中央図書館
でレファレンス事例集を発行。
・昭和60年3月、平成16年3月に
もレファレンス事例集を発行。

○国立国会図書館の「レファレン
ス協同データベース事業」で、平
成17年4月以降542件を一般公
開し、アクセス件数が多いことか
ら、国立国会図書館より平成23
年以降感謝状を貰っている。

○平成24年3月に、中央図書館
が発行したレファレンス事例集の
中に、調べ方の事例を掲載し
た。
 ・八幡図書館が郷土に関連した
質問とその回答、参考資料を八
幡図書館独自ホームページで公
開している。

○小中学生向けには調べ学習
をする際のガイドを掲載した。

Ｂ

実際の相談内容の中
で、市民の調査研究に
有用とおもわれるもの
をピックアップして、
データベース化すると
ともにホームページで
公開

○平成24年4月、図書館情報シ
ステムの更新にあわせ、市立図
書館のホームページをリニューア
ルした。

○平成24年7月、八幡西図書館
が開館にあわせて独自のホーム
ページを作成した。

○平成25年6月、八幡図書館に
おいて独自のホームページを作
成した。

ビジネス、医療、教育、
子育て等について、市
民が自分で調べる際
の手引きとなる「調べ
方（資料さがし）マニュ
アル」の作成、ホーム
ページでの公開

レファレンス機能の
強化　市民の学びに役立つ　

13 （新）郷土資料のデ
ジタル化の検討

劣化しやすい郷土資料
を、必要に応じてデジ
タルデータ化の検討

12 （新）調べ方マニュ
アルの作成

14 レファレンス用図書
資料の充実

11 （新）相談内容の
データベース化

多様化・複雑化する市
民のニーズに応えられ
るよう、レファレンス用
図書資料の充実

15 レファレンス担当職
員の能力向上
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

18 各種講座の開催

ＣＤ－ＲＯＭ資料等の
充実

既存図書館資料等の
電子化、データベース
化、新しい電子資料の
収集・提供

視点

多様な生涯学習機
会の提供

Ｂ

生涯学習センター、市
民センターなどの施設
との役割分担をしなが
ら、学習成果の発表の
場としての図書館資料
を活用した図書館利用
の検討

社会教育で学んだ
成果の活用と提供

市民の学習活動を推
進するため、図書館の
施設、設備等を提供

ビジネス、医療、文学
歴史等の幅広い分野
について、指定管理者
としての特徴を生かし
た講座の開催

各図書館の施設(構造)
の特徴を生かして、市
民が利用しやすくかつ
特色のある閲覧コー
ナーづくりに努める。

市民団体、ＮＰＯ、民間
事業者等が主催の講
座、セミナー等の会場
で、要請に応じ、講座
に関連する図書の展
示や貸出の実施

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

○中央図書館、地区図書館、分
館で、それぞれの特徴を生かし
て各種講座を開催している（郷土
史講座、医療情報講座、健康講
座、子ども向け実験教室、韓国
語講座など）。

Ｂ

Ｂ

○中央図書館、地区図書館、分
館で、特色あるコーナーづくりに
取り組んでいる（映画・図書館戦
争コーナー、ビジネス支援コー
ナー、地元出身作家コーナー、
絵本コーナーなど）。

○中央図書館で日刊工業新聞
縮刷版のCD-ROM、西日本新聞
（九州日報大正編）のCD-ROM
を購入した。

○国立国会図書館デジタル化資
料の閲覧・複写サービス事業を
平成26年度に導入した。

Ｂ

○中央図書館、地区図書館、分
館で、市民の生涯学習活動を支
援している。
・ボランティア養成講座　5回
129人
・講演会　5館 12回　340人
・講座　9館 126回　2,723人
・読書会　11館 230回　1,803人
・読み聞かせ、おはなし会　16館
897回　18,886人
・映画会　6館 51回　975人

○地区図書館、分館で、絵本
カーニバルへの図書貸出のほ
か、郷土史会や特別支援学校等
への団体貸出を行った。

25（新）学習成果発表
の場として図書館利用
の検討

19 特色ある図書閲覧
コーナーづくり

○中央図書館、地区図書館、分
館で、学校図書館活動状況の展
示や、朗読教室の発表会、市民
センター活動クラブの作品展示
等を行った。

○中央図書館、地区図書館、分
館で、郷土史会、読書会等への
会議室の貸出や資料の提供など
の支援に取り組んでいる。

○図書館員体験や図書館活用
についての出前講座を実施し
た。

○子ども司書養成講座や図書館
ボランティア養成講座等で、図書
館体験を実施した。

市民の生涯学習を支
援するため、関連機関
等との連携を図りなが
ら、ビジネス、医療、文
学、歴史等に関する講
座や研究会、読書会等
を開催

23 学習活動の場、設
備、資料等の提供

24 講座、研究会、読
書会、映写会等の開
催

ビジネス情報や生活情
報の収集、調査研究等
のために図書館を利
用する市民に向けて、
図書館を最大限に活
用するためのノウハウ
を伝える講座を開催

22 （新）図書館の達人
講座（図書館活用講
座）

20 ＩＴ機能の充実、活
用（既存資料のデータ
ベース化等）

21（新） 市民団体等の
講座等への出張図書
館の推進(団体貸出し
の拡充）
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価視点

市民の学習成果の発
表等をするため、資料
のまとめ方（資料作成）
等について助言を行う
とともに、当該資料を
図書館の地域資料とし
て活用

26 （新）学習成果のま
とめ方（資料作成）へ
の助言、援助

　各市立図書館におけるOJTによる職員育成やレファレンス事例の勉強会の実施等により、レファレンスの取り組みが向上していることは評価
できる。現場の生きた研修は、職員の能力向上のために不可欠であるため、今後も継続していただきたい。
　また、地域にある貴重な郷土資料について、引き続き、他の文化施設等と連携して適切な保存に努めていただきたい。

Ｂ

【内部評価の考え方】

　市民からの様々なニーズ・課題に対し、その解決を支援する相談・情報提供の機能強化に継続して取り組んでおり、また、レファレンス機能
の強化に向け、レファレンス事例集の発行や国立国会図書館デジタル化資料の閲覧・複写サービスの提供、大人・子どもそれぞれのレファレ
ンス用図書の充実に取り組んでいる。
　以上のことから順調と判断した。

【外部評価】

○地区図書館、分館で、郷土史
会の資料作成への助言、調べ学
習のための資料提供や助言等を
行った。
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

******************* 子育て支援、家庭

　次世代の育成を支援 教育支援

　する図書館

～子育て、教育支援

内部評価

Ｂ 読み聞かせ会等を実
施し、子どもが読書に
親しむ環境づくりを行
う。

子ども連れで図書館を
利用しやすい環境の整
備

図書館資料を用いてグ
ループ学習を行うグ
ループ用に専用の学
習室を図書館整備に
合わせて設置し、自由
に討論などできる環境
を整備

学校の要望なども取り
入れながら、各年代
（小・中・高）に応じた調
べ学習用図書資料の
充実

Ｂ

Ｂ

○地区図書館、分館で、調べ学
習に役立つ参考図書の充実に
取り組んでいる。

○八幡西図書館にグループ学
習室を2室設置。

Ｂ

の充実を目指して～

*******************

図書館としての機能

視点

幼稚園、保育所、学
校、社会教育団体等と
の連携を深め、図書館
司書やボランティアな
どの図書館の人材を
派遣し、調べ学習、親
子読書の推進、読み聞
かせ、講座等を支援す
る。

図書館司書やボラン
ティアの幼稚園、学校
等への派遣【再掲】

29 読み聞かせ会等の
実施

○地区図書館や分館で、読み聞
かせ会、おはなし会等を実施し
ている。
・市内の読み聞かせボランティア
団体数　41団体
・読み聞かせ、おはなし会　16館
897回　18,886人

○市内全図書館で、「うちどく
コーナー」を設け、「うちどくガイド
ブック」による情報提供や家読に
適したおすすめ図書の紹介・展
示に取り組んでいる。

図書館法改正（「家庭
教育の向上に資す
る」）を踏まえ、子育
て、家庭教育関連図書
資料の充実

家庭教育向上の基礎
となる、親子のコミュニ
ケーションづくりの手段
の一つとして家読を推
進するため、推薦図書
に関する情報提供や
コーナーの設置などを
行う。

Ｂ

Ｂ

28 （新）家読（うちどく）
の推進

※家読：家族で読書の
習慣を共有し、読んだ
本について話すこと

32 調べ学習用図書資
料の充実

調べ学習用「調べ方マ
ニュアル」の作成【再
掲】

学習活動の支援 小学校、中学校と連携
して、それぞれのレベ
ルに応じた、調べ学習
用の「調べ方(資料さが
し)マニュアル」を作成、
ホームページで公開

○市内図書館の施設で授乳や
オムツ替えができる環境整備に
取り組んでいる。

○八幡西図書館と戸畑図書館に
子ども用トイレを設置。

27 （新）子育て・家庭
教育支援用図書資料
の充実

○地区図書館、分館で、子育て
支援コーナーを設け、育児書、
食育関連図書、教育分野の図書
等の購入に努めている。

Ｂ

31 （新）グループ学習
室の設置

30 （新）子ども用トイレ
や授乳室の設置

7



方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

学校向け団体貸出の
拡充
【再掲】

小・中・高校への団体
貸出の貸出冊数の拡
大・貸出期間の延長等
の拡充

○中央図書館で、小・中学生を
対象に子ども司書養成講座を開
催し、図書館司書の体験学習を
実施している。

【内部評価の考え方】

【外部評価】

視点

ヤングアダルトの意見
なども取り入れなが
ら、図書資料の充実

ヤングアダルト向け図
書の選書に際して、中
高校生の意見を反映さ
せる仕組みづくりや中・
高校生と協働したイベ
ントの企画・開催を推
進

図書館司書やボラン
ティアの幼稚園、学校
等への派遣【再掲】

34 （新）ヤングアダル
ト図書館サポーターの
募集

35 ヤングアダルト向け
図書資料の充実

図書館のサポートやＰ
Ｒ、図書館運営に関す
る提案などを行うヤン
グアダルト図書館サ
ポーターの募集

Ｃ

ヤングアダルト（中
高生）機能の充実

33 （新）ヤングアダル
ト（中高校生）と協働し
た取組みの推進

　子育てや家庭教育の支援については、関連図書資料の充実や「うちどくコーナー」による情報提供、読み聞かせ会など充実に努めている。
また、施設面に関しても、図書館の整備にあわせ子ども用トイレの設置を進めている。
　学習活動の支援では、参考図書の充実に努めている。
　ヤングアダルト機能の充実では、ヤングアダルトと協働した取り組みとしておすすめ本紹介ポップの作成や中高生向け講座の実施等、ヤン
グアダルト向けの図書の充実に取り組んでいる。
　以上のことから順調と判断した。

幼稚園、保育所、学
校、社会教育団体等と
の連携を深め、図書館
司書やボランティアな
どの図書館の人材を
派遣し、調べ学習、親
子読書の推進、読み聞
かせ、講座等を支援す
る。

小学校、中学校と連携
して、それぞれのレベ
ルに応じた、調べ学習
用の「調べ方(資料さが
し)マニュアル」を作成、
ホームページで公開

調べ学習用「調べ方マ
ニュアル」の作成【再
掲】

Ｂ

○地区館、分館で、中高生がお
すすめ本紹介ポップの作成・展
示やビブリオバトルを行った。

○平成25年12月から、中央図書
館の企画展示コーナーで、市立
小中学校の図書館活動に関する
展示を開始した。

○中高生向けの講座（ライトノベ
ルズ講座など）を開催した。

○中央図書館、地区図書館、分
館で、ヤングアダルトコーナーを
設置し、図書の充実に取り組ん
でいる。

　読み聞かせ会やおはなし会などの事業の充実に努めている点は高く評価できる。このような図書館ならではの取り組みは、引き続き実施し
ていただくとともに、次世代の育成のため、学校図書館との連携にも努めてもらいたい。
　図書館利用が少ないヤングアダルト（中高校生）については、今、広がりつつある「ビブリオバトル」の開催などイベントを積極的に活用して、
中高生の図書館利用に繋げてもらいたい。

Ｂ
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

パソコンの整備 36 ＯＰＡＣ端末（館内
利用者用端末）の増設

37（新） パソコンルー
ムの設置

ネットワークへの接
続

38 （新）公衆無線ＬＡＮ
の整備

利用者が図書館に持
ち込んだパソコンをイ
ンターネットに接続でき
る環境を整備

○平成24年7月開館の八幡西図
書館に、市立図書館で初めて公
衆無線LANを設置した。 Ｂ

内部評価

図書館ホームペー
ジ等の活用による
情報発信

40 （新）ホームページ
を活用した図書館情報
の発信の検討

Ｂ

登録された利用者のパ
ソコンや携帯電話に新
刊案内の配信を検討

民間事業者への影響
なども勘案しながらＣ
Ｄ・ＤＶＤの貸出

ＯＰＡＣ（館内利用者用
予約端末）を増設

地区館以上に図書館
整備に合わせてパソコ
ンを数台まとめておけ
る専用スペースを確保
し、プリンターも設置

オンライン商用データ
ベースが閲覧できる端
末を設置し、複数の商
用データベース（新聞
記事、判例集、官報、
企業・経営情報、事典
など）を導入すること
で、図書館職員のレ
ファレンス（利用相談）
ツールとして役立てる
ほか、利用者自身が情
報活用に関心を得られ
る場を提供

図書館独自のホーム
ページを作成し、新着
図書情報や行事案内
に加え、おすすめ本の
紹介、エッセイやコラ
ム、今日の一冊とした
ランダムな本の紹介、
各館のフロア（書架配
置）図など、様々な情
報を掲載し、魅力ある
図書館情報の発信を
検討

子どもを対象とした
ホームページの開設を
検討

時代に即した各種
サービスの充実

43 （新）ＣＤ・ＤＶＤの
貸出

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｂ

○平成24年4月に図書館情報シ
ステムを更新し、新刊案内や蔵
書の予約状況等の情報は、誰で
も閲覧できる状況となっている。

～電子情報など多種の
情報が集まり、誰もが
交流する機能の充実を
目指して～

Ｂ

○八幡西図書館と戸畑図書館
で、ＣＤ、ＤＶＤの視聴覚資料の
貸出に取り組んでいる。
・八幡西図書館
　視聴覚資料数は 4,524タイトル
　貸出実績は 35,808点
・戸畑図書館
　視聴覚資料数は 3,176タイトル
   貸出実績は 42,950点

○平成24年7月開館の八幡西図
書館に12台設置し、市内全図書
館では46台となった。

○平成26年3月移転・開館の戸
畑図書館に端末の配置見直しに
より、2台追加した。

○中央図書館にパソコン持込席
コーナー（5席)を設置し、平成24
年7月開館の八幡西図書館にパ
ソコン専用スペース（22台）と持
込パソコン活用スペースを設置し
た。

○平成26年3月移転・開館の戸
畑図書館に端末の配置見直しに
よりパソコン専用スペースに1台
追加した。

39 （新）オンライン商
用データベース（新聞
記事、判例集、官報、
企業情報など）の導入

○平成24年4月、図書館情報シ
ステムの更新にあわせ、市立図
書館のホームページをリニューア
ルした。
・平成27年度の図書館ホーム
ページへのアクセス件数は
409,568件で、平成26年度
395,088件に比べ14,480件
（3.7％)増加した。

○平成25年3月、図書館ホーム
ページに子ども向けのホーム
ページを開設した。

視点

商用データベース
の活用

○平成23年9月、中央図書館で
オンライン商用データベースを1
種類から3種類に拡充した。

○平成24年7月開館の八幡西図
書館に11種類の商用データ
ベースを導入した。

*******************

*******************
　誰もが使いやすく、
　情報や人が交流する
　図書館

41 （新）子ども向け
ホームページの開設

42 （新）メールマガジ
ンの配信の検討
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

相談内容のデータ
ベース化【再掲】

実際の相談内容の中
で、市民の調査研究に
有用とおもわれるもの
をピックアップして、
データベース化すると
ともにホームページで
公開

インターネット、商用
データべース等の充実

【再掲】

障害者へのサービ
ス

46 （新）ＣＤブックの収
集・貸出（視覚障害
者、一般向けサービ
ス）

48 関係機関・団体と
の連携

障害者団体等の意見
を取り入れた、より利
用しやすい図書館づく
りの推進

○平成22年7月、中央図書館、
地区図書館に点字図書蔵書目
録を設置し、貸出申込の受付代
行を開始した。

○八幡西図書館と戸畑図書館
で、地元の地域活性化団体など
と共同イベントを実施した。

○文学館等の文化施設や北九
州フィルムコミッションなどと連携
して、展示やイベントを実施し
た。

Ｂ

インターネットや商用
データベース等の電子
資料の充実を図り、図
書などの紙媒体と電子
資料を融合させたハイ
ブリッド図書館の推進

就職・転職・職業能力
開発・日常の仕事等、
実務に役立つ実用書
の充実

点字図書館やボラン
ティアと連携しながら、
視覚障害者への対面
朗読を行う。

聴覚障害者用に手話
や字幕入り映像資料
の整備を推進

ユニバーサルデザイン
の導入という観点をふ
まえて、より一層のバ
リアフリー化を推進

視覚障害者とともに一
般の利用にも供するＣ
Ｄブックの収集・貸出

○地区図書館、分館で、ビジネ
ス支援コーナーを設置したり、実
用書等の充実に取り組んでい
る。

○司法書士協議会や中小企業
診断士協会などと協力して、講
座を継続的に開催している。

○八幡西図書館と戸畑図書館
に、対面朗読室を設置。

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

○中央図書館に屋外エレベー
ターを設置（平成17年3月）
○門司図書館にエレベーター、
多目的トイレを設置（平成19年3
月）
○八幡図書館にエレベーター、
多目的トイレを設置（平成20年11
月）
○戸畑図書館に多目的トイレを
設置（平成21年1月）
○八幡図書館に身障者用駐車
スペースを設置（平成23年9月）
○門司図書館に駐車スペース３
台分を増設（平成24年7月）
○バリアフリー化された八幡西図
書館開館（平成24年7月）
○バリアフリー化された戸畑図書
館移転・開館（平成26年3月）

Ｂ

視点

47 手話や字幕入り映
像資料の整備充実（聴
覚障害者向けサービ
ス）

44 成人へのサービス
（就職、転職、能力開
発、実用書等の充実）

45 （新）対面朗読（視
覚障害者向けサービ
ス）

49 図書館バリアフリー
化の推進（ユニバーサ
ルデザインの観点）

○中央図書館内の視聴覚セン
ターで手話や字幕入り映像資料
の充実に取り組んでいる。

○現在、点字図書館で視覚障害
者向けにＣＤブックの貸出を実施
中。中央図書館、地区図書館
で、点字図書蔵書目録を設置
し、貸出申込の受付代行を行っ
ている。
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

53 インターネット予約
（インターネットでの貸
出予約）

【内部評価の考え方】

【外部評価】

利用者の視点に
立った弾力的運
営、評価

視点

図書館資料が活字情
報に加え、電子資料が
発達してきたことで、図
書館職員にも情報リテ
ラシー（情報を活用す
る創造的能力）が求め
られるため、積極的な
意識改革を促すため
の職員研修の充実を
推進
借りた本をどこの図書
館でも返却できるシス
テムの構築

図書館整備に合わせ
て利用者がくつろげる
場所を提供

図書館の運営に関す
る評価を行い、公表す
るとともに改善を行う。

来館とＦＡＸで受け付け
ていた予約をインター
ネットでもできるように
する。

54 （新）運営に関する
評価制度の導入

52 返却フリー（借りた
図書はどの図書館で
も返却可能）

Ｂ

　図書や電子資料を組み合わせた情報提供を行うとともに、利用者がくつろげる環境を提供できるよう施設整備に努め、中央図書館ではカ
フェテリアの工事に着手した。
　また、八幡西図書館及び戸畑図書館では視聴覚資料の貸出サービスに取り組んでいる。
　障害者の方のサービスについては、図書館の整備にあわせて施設全体のバリアフリー化を行い、既存の図書館においても施設のバリアフ
リー化に努めている。
　以上のことから順調と判断した。

○平成22年8月、返却フリー制度
を導入した。
・市立図書館17館と北九州学術
研究都市学術情報センター（一
般図書室）、ムーブ図書・情報
室、平成26年度から保健医療福
祉情報センターも加わり計20施
設が対象。

51（新） リカレント教育
（再研修）の実施

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

○平成24年4月、図書館情報シ
ステムの更新にあわせ、インター
ネット予約を実施した。
・平成27年度の予約件数は
493,892件で、うちインターネット
予約件数は 310,572件。全件数
の約63％となっている。

○平成25年9月、利用者が図書
の順番予約を設定できるサービ
スを実施した。

○平成25年度から図書館評価
制度を導入することとした。

○八幡西図書館と戸畑図書館
に、談話ができるロビーとカフェ
テリアを設置した。

○中央図書館カフェテリア設置
のため出店者を決定した。また、
実施設計を行い工事に着手し
た。

○指定管理者が運営している地
区図書館、分館においても独自
に職員研修に取り組んでいる。

○福岡県立図書館等主催の研
修に、中央図書館や各図書館の
職員が参加している。

交流スペースの設
置

　インターネット予約の利便性が利用者に認知され、今年度も利用件数が増加していることは評価できる。また、図書館ホームページへのア
クセス件数も増加しており、関連情報の提供が進んでいる。中央図書館におけるカフェテリア整備を進めており、利用者がくつろげる場所の
提供についても評価できる。
　また、障害者等への配慮として、図書館の整備にあわせた施設のバリアフリー化など、可能な範囲内での充実をお願いしたい。

図書館職員の意識
改革

50 リフレッシュ（談話）
スペースの整備（利用
者がくつろげる場所の
提供）
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況 内部評価

*******************

の充実を目指して～

*******************

【再掲】

内部評価

58 読書ボランティア、
図書館ボランティアの
育成・活用

図書館協議会の充
実

59 時代に即した図書
館づくりの推進

【内部評価の考え方】

【外部評価】

Ｂ

多様化する図書館ニー
ズに対応し、効率的・
効果的な図書館サー
ビスが展開できるよう、
適宜、現状把握や検証
を行うなど、さらなる図
書館協議会の充実に
努める。

図書館を拠点に活動
する市民グループなど
から図書館行事のアイ
デアを募集し、協働で
実施

ヤングアダルト向け図
書の選書に際して、中
高校生の意見を反映さ
せる仕組みづくりや中・
高校生と協働したイベ
ントの企画・開催を推
進

図書館や地域で活動
する読書ボランティア
や図書館で活動する
図書館ボランティアの
一層の育成・活用

読書ボランティア（読み
聞かせなど）や図書館
ボランティア（書架整理
など）のみならず、関係
部局との連携を図り、
対面朗読、パソコン操
作、子育て相談など幅
広い分野のボランティ
アを活用した図書館運
営を推進

読み聞かせ等を希望
する市民に対し、必要
とするボランティア情報
を迅速かつ的確に提
供するため、ボランティ
アバンクづくりを検討

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

○中央図書館で図書館ボラン
ティア養成講座（年2回計60人）、
読み聞かせボランティア養成講
座（初心者コース年2回計60人と
経験者コース年1回20人）を開催
し、ボランティアの育成、活用に
取り組んでいる。

○返却フリーやインターネット予
約、図書館評価制度の導入等を
進めるほか、他都市の情報収集
を行い、効率的、効果的な図書
館サービスの向上に取り組んで
いる。

○図書館協議会に「これからの
図書館サービスのあり方」の諮問
を行い、活発な議論を重ねた。

○地区図書館、分館で、地元郷
土史会や読書会、市民朗読グ
ループなどと協力して、講演会
や教養講座などを開催した。

○平成26年2月に、市立図書館
で活動している読み聞かせボラ
ンティア団体を対象に、読み聞
かせボランティアバンクを設置し
た。
・登録団体　34団体（280人）と10
個人。
・派遣実績　30回、135人

○地区図書館、分館で、折り紙
教室、工作教室、読み聞かせ、
コンサートなど多様な講座等をボ
ランティアの協力を得て開催し
た。

視点

の参画できる機能

57 （新）ボランティアバ
ンクの検討

56 （新）多様なボラン
ティアの活用（パソコン
操作、子育て相談等）

ボランティア活動の
参画支援と活用

　市民参画型図書館　

ヤングアダルト（中高
校生）と協働した取組
みの推進

市民の企画による
行事の開催

55 （新）図書館行事ア
イデア募集事業の推
進

～市民やボランティア

　市民参画型の図書館づくりに取り組んでおり、郷土史会等との連携や各種ボランティアの協力によって各種行事を開催している。
　読み聞かせボランティアバンクを平成26年2月に設置し、ボランティアの人材育成・活用に取り組んでおり、バンクへの登録団体数も増加傾
向にある。
　また、図書館協議会に「これからの図書館サービスのあり方」の諮問を行い、今後の市立図書館の機能・サービスについて議論を重ねた。
　以上のことから順調と判断した。

　図書館ボランティアや読み聞かせ養成講座の開催など、ボランティアの育成・活用に取り組むとともに、バンク登録者も増加し、多くの市民
が図書館のボランティアとして活躍され、全体的に評価できる。
　引き続き、市民参画型の図書館を目指して、ボランティア等の人材育成に取り組んでほしい。
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